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M錐体の存在比は，1:1 : 1から 16:5 : 1まで幅広いが，S錐体








































x = d  cos  + モデルサイズ [px]2
y = d  sin  + モデルサイズ [px]2
(1)
S 錐体が一定間隔をおきながら分布する非ランダム的な配置を





(  20 ecc+ 31:1 (0:35  ecc  0:36)
7:43 ecc+ 21:23 (0:36 < ecc  3:0)
43:5 (3:0 < ecc)
(2)
また，S錐体が全錐体数に占める割合は網膜の位置によって異
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錐体に入力されると考えれば，入力刺激 I は式 (5)で表される．

























体はランダムな分布を示していたが (図 5(a))，本モデルでは S
錐体同士が一定以上の間隔を空けて配置しており，より規則性
の高い分布を示している (図 5(b))．よって，本モデルは S錐体
の非ランダム的配列の特徴を良く再現しているといえる．
5 光応答シミュレーション






































cone density from anatomical data
rod density from anatomical data
cone density from model




(a) 従来モデル (b) 本モデル
図 5 従来モデルと本モデルの S錐体モザイクの比較
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